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天
界
第
＋
　
一
巡
（
笙
巻
）
懸
緒
膳

好
4
4
”
卿
相
封
原
理

山
本
　
一
　
清

　
　
　
　
国
。
疑
界
の
宿
題

　
宇
宙
引
力
説
の
獲
明
者
た
る
ア
イ
ザ
ア
ク
・
ニ
ウ
ト
ソ

守
§
客
・
ξ
上
早
撃
甦
）
は
、
多
あ
天
膿
の
複
雑
な

蓮
動
を
、
敷
學
ε
力
學
定
に
よ
っ
て
、
殆
ん
ざ
完
全
に
解
決

し
た
が
、
彼
は
叉
、
光
學
に
關
す
る
研
究
も
深
く
や
っ
て
、

光
の
本
性
に
つ
い
て
、
微
粒
子
説
を
唱
溶
し
た
。
其
れ
に
糠

る
ε
、
凡
て
獲
光
艦
は
光
素
ご
い
ふ
微
細
な
び
物
質
を
四
方
に

獲
射
し
、
之
れ
が
附
近
の
他
の
物
艦
や
吾
々
の
眼
に
當
る
の

で
、
さ
ま
ぐ
、
光
に
製
す
る
現
象
が
起
る
の
だ
ε
い
ふ
の

で
あ
る
。
此
の
謁
に
よ
れ
ば
、
光
の
直
進
す
る
こ
ご
や
反
射

の
法
則
な
ご
を
巧
み
に
説
明
す
る
こ
ξ
が
毘
昇
る
り
し
か
し

一
方
に
於
い
て
、
光
の
屈
折
や
廻
折
や
偏
極
や
干
渉
な
ざ
を

説
明
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
淀
。
そ
れ
で
ニ
ウ
ト
ソ
ε
同
時

代
に
…
ダ
國
の
ハ
イ
グ
ソ
ス
（
Ω
ξ
σ
q
・
一
三
楚
動
縫
）

は
、
光
を
、
室
間
に
ひ
ろ
が
っ
て
み
る
エ
ー
プ
ル
の
波
動
で

あ
る
ε
い
ふ
説
を
唱
へ
た
。
此
の
波
動
誘
に
よ
る
ε
、
光
の

屈
折
や
反
射
や
干
渉
な
ざ
の
説
明
は
出
來
る
け
れ
ご
、
光
の

直
進
ε
い
ふ
重
大
事
實
を
説
く
こ
ε
が
出
∵
來
す
．
叉
、
彼
れ

の
波
動
説
は
エ
ー
・
ヲ
ル
の
縦
波
を
唱
へ
た
の
で
あ
る
た
め
、

偏
極
光
線
の
説
明
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
光
に
關
す
る
此
の

二
つ
の
學
説
は
十
七
八
世
紀
頃
の
學
界
に
於
け
る
大
論
事
で

あ
っ
て
、
絶
え
ず
論
壇
を
賑
は
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
分

に
も
名
聲
隆
々
た
る
ニ
ウ
ト
ソ
を
向
ふ
に
ま
は
し
て
ば
、
ハ

イ
ゲ
ソ
ス
一
儀
の
論
辮
は
一
π
ε
ひ
學
理
に
若
干
の
強
聴

は
あ
っ
て
も
－
既
に
世
間
に
樹
す
る
信
用
の
黙
に
つ
い
て

少
な
か
ら
ざ
る
ハ
ソ
デ
イ
キ
ヤ
ッ
プ
を
負
っ
て
み
た
Σ
め
、

若
職
は
一
通
り
で
な
か
つ
π
。
十
九
世
紀
の
初
頭
、
英
國
に

・
ソ
グ
（
日
蔦
・
§
σ
・
一
聾
韓
甦
冨
つ
る
笈
び
、
始
め
て

エ
ー
プ
ル
の
横
波
説
を
ε
な
へ
、
巧
み
に
偏
光
や
干
渉
や
反

射
や
屈
折
や
、
あ
ら
ゆ
る
満
州
現
象
を
説
明
し
π
の
で
、
波
動

説
・
は
頗
る
有
力
ε
な
り
、
次
い
で
彿
國
に
プ
レ
子
ル
　
（
〉
・

団
・
・
鑑
蔦
訟
纏
辱
の
研
究
が
獲
表
せ
ら
れ
る
に
至
っ

て
、
微
粒
子
説
は
全
く
潰
滅
す
る
に
至
つ
だ
。
の
み
な
ら
す
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＋
九
世
紀
の
中
頃
に
は
、
英
國
の
マ
ク
ス
ウ
舜
（
ρ
寄
ぐ

・
・
三
M
癖
雛
）
が
光
の
電
磁
説
を
唱
へ
て
、
光
波
毫
波

ε
は
、
要
す
る
に
、
同
じ
エ
ー
プ
ル
の
横
波
で
あ
る
ε
説
き

濁
逸
の
ヘ
ル
ツ
（
団
電
器
爪
麓
韓
甦
）
が
薄
れ
を
實
駿
的

に
謹
明
す
る
に
及
ん
で
、
光
の
波
動
説
は
殆
ん
ご
確
定
の
域

に
達
し
た
。

　
し
か
る
に
、
こ
、
に
光
の
傳
播
に
つ
い
て
は
、
十
八
世
紀

雨
落
天
養
學
及
び
物
理
學
上
に
重
大
な
る
問
題
が
あ
っ
だ
。

先
づ
一
七
二
七
年
英
國
の
天
長
富
者
プ
ラ
ド
レ
ー
ζ
．
b
d
茜
争

一の

}）

ｪ
ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
ε
い
ふ
現
象
を
立
見
し
た
。

　
！
／

3
　
／
／

　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
／

o
圖一実

ア
ベ
ラ
シ
ナ
ン
こ
は
、
光
の
速
度
が
有
限

で
あ
る
た
め
、
第
】
圖
に
於
い
て
0
黙
か

ら
矢
の
方
向
に
挙
動
し
て
み
ろ
親
空
者
・
か

ら
星
S
た
見
て
み
ろ
ξ
、
却
っ
て
3
に
在

る
や
う
に
見
え
ろ
現
象
な
い
ふ
。

此
の
ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
宇
宙
の
エ
ー

ヲ
ル
が
静
止
し
て
み
て
、
其
の
中
を
我
が
地
球
が
運
行
す
る

ε
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
一
八
一
八
年
、
佛
國
の
物
理
予
冷
ア
ラ
ゴ
（
≧
β
・
σ
q
。
）
は

星
の
光
の
屈
折
に
關
す
る
隠
題
を
し
だ
。
宇
宙
の
エ
ー
プ
ル

S

lo

饗黎
　　対
　　Q　P

中
を
傳
は
る
光
の
速
度
は
一
秒
特
三

十
萬
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
若
し

地
球
が
エ
ー
テ
ル
に
勤
し
て
鄙
止

し
て
み
る
な
ら
ば
、
第
二
圖
に
於
い

て
星
S
か
ら
來
だ
光
は
、
ガ
ラ
ス
の

表
面
0
黙
で
屈
折
し
て
、
P
の
方
へ

進
む
の
で
あ
る
が
、
若
し
地
球
が
静

止
し
て
み
な
い
で
、
星
S
の
方
．
へ
進
ん
で
み
る
場
合
に
は
、

光
は
地
球
に
醤
し
て
一
秒
三
十
六
キ
ロ
以
上
の
石
工
で
や
っ

て
來
る
こ
ε
に
な
る
か
ら
、
屈
折
し
て
O
Q
の
方
向
に
進
む

筈
で
あ
る
。
叉
、
之
れ
に
反
し
て
、
地
球
が
星
か
ら
遠
か
り

つ
＼
あ
る
な
ら
ば
、
光
は
O
R
の
方
へ
屈
折
す
る
こ
ε
聖
な

る
。
ア
ラ
ゴ
は
之
れ
を
動
態
に
よ
っ
て
観
察
し
た
ε
こ
ろ
が

地
球
の
運
動
の
如
何
に
か
》
は
ら
す
、
星
の
光
は
皆
O
P
の

方
に
屈
折
し
だ
。
論
れ
で
考
へ
て
見
る
ε
、
エ
ー
プ
ル
ε
地

球
己
は
相
勤
的
に
運
動
し
て
み
な
い
。
即
ち
盲
ひ
か
へ
れ
ば

エ
ー
プ
ル
は
地
球
ε
共
に
蓮
督
し
て
み
る
ご
い
ふ
こ
ご
に
な

る
。
之
れ
は
ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
ε
矛
盾
す
る
。

　
一
疋
、
ア
ベ
ラ
．
シ
オ
ン
の
現
象
で
、
地
球
ε
無
病
…
係
に
静

止
し
て
み
る
例
の
エ
ー
ラ
ル
ε
は
、
望
遠
鏡
の
筒
の
中
に
充
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満
し
て
み
る
室
全
中
の
エ
ー
テ
ル
の
こ
ε
で
あ
る
．
此
の
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を
　
　
う

ー
プ
ル
が
、
地
球
の
つ
き
あ
ひ
を
せ
す
に
、
静
止
し
て
み
る

ε
い
ふ
の
は
、
考
へ
て
見
れ
ば
攣
な
話
で
、
－
そ
れ
で
も

地
球
は
、
此
の
宇
宙
の
室
問
を
蓮
行
し
て
み
る
に
蓮
ひ
な
い

の
だ
か
ら
、
此
の
回
忌
に
伴
は
な
い
エ
ー
テ
．
ル
は
、
望
遠
鏡

の
筒
や
室
氣
の
内
部
を
、
自
由
に
通
過
し
て
み
る
ε
考
へ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一
又
、
光
は
水
や
ガ
ラ
ス
の
や
う
な
透

明
禮
の
中
を
逼
過
す
る
の
で
あ
る
が
、
透
明
膿
が
動
い
て
も
、

エ
ー
タ
ル
は
少
し
も
動
か
な
い
も
の
な
の
か
否
か
。
此
の
根

本
問
題
を
解
決
す
る
だ
め
．
佛
人
フ
イ
ゾ
ー
（
濁
・
①
雲
）
は
．

　　

@
鴎
擦
　・
導
通
・
茎
で
屈
折
蓬

　
　
　
　
B
、
，
　
し
た
一
部
分
に
L
N
A
C
D
B
N

T
の
溢
順
為
輕
て
、
共
に
望
遽
鏡
で
一
観
察
さ
れ
る
。
A
－
A
ミ
C
及
び
B
ε
D
ε

の
間
に
流
水
り
槽
な
置
げ
ば
、
初
め
の
光
線
に
水
ご
同
℃
方
向
ド
走
り
、
後
り

光
ば
水
に
逆
行
す
る
。
若
し
、
水
中
の
エ
ー
テ
ル
が
水
ε
共
旨
攣
。
か
で
も
移

動
す
ろ
な
ら
ば
、
其
の
違
ひ
は
望
遠
鏡
に
精
密
に
親
察
が
三
寸
る
筈
で
あ
る
。

　
フ
イ
ゾ
ー
は
此
の
實
験
を
行
っ
た
結
果
、
水
中
の
エ
L
7

ル
は
水
の
流
れ
に
三
っ
て
移
動
す
る
事
實
を
認
め
た
。
し
か

し
エ
ー
ナ
ル
は
水
ε
同
じ
速
度
で
流
れ
る
の
で
は
な
く
、
僅

か
に
水
の
速
さ
の
四
十
三
パ
t
セ
ン
ト
だ
け
動
く
の
で
あ

る
。
プ
レ
子
ル
は
、
此
の
結
果
を
研
究
し
て
、
一
般
に
エ
ー

寛
は
運
動
せ
る
物
質
の
速
度
の
（
7
聴
）
倍
だ
け
の
速
度

で
運
動
に
伴
ふ
も
の
で
め
る
巴
い
ふ
畢
説
を
唱
へ
起
。
但
し

n
は
其
の
物
質
の
屈
折
牽
で
、
水
の
場
合
に
は

　
　
　
　
二
日
●
・
…
で
あ
る
か
ら
同
↓
1
1
ρ
駐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
も
　
　
　
　
ち
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ε
な
る
。
之
れ
を
フ
レ
ネ
ル
の
引
き
ず
り
係
撒
ざ
い
ふ
。

　
一
八
七
一
年
、
英
國
の
天
交
學
者
エ
ア
リ
i
（
9
切
・
≧
「
図
∀

は
ア
ベ
ラ
シ
ォ
ソ
に
冠
す
る
一
實
駿
を
試
み
た
。
ア
ベ
ラ
シ

オ
ソ
は
、
望
遠
鏡
の
速
度
ε
、
其
の
内
部
の
光
線
速
度
ε
の

關
係
か
ら
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
望
遠
鏡
の
筒
の
中
に
水
を

満
た
し
た
ま
＼
で
天
膿
親
測
を
行
ひ
、
賦
し
の
プ
ラ
ド
レ
ー

の
蓬
は
違
つ
だ
ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
の
現
象
を
見
出
す
だ
ら
う
ξ

の
豫
想
で
あ
っ
た
が
、
．
観
測
の
結
果
は
全
く
、
ブ
ラ
ド
レ
ー
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ε
同
量
で
、
つ
ま
り
、
望
遠
鏡
の
中
の
水
の
有
無
に
關
ら
す

ア
ベ
ラ
シ
オ
ソ
は
一
定
で
あ
る
ε
い
ふ
結
論
に
な
っ
た
。
之

れ
は
甚
だ
不
可
解
な
事
で
あ
る
が
、
實
は
写
れ
よ
り
さ
き
、

フ
レ
ネ
ル
は
側
の
引
き
ず
り
係
敷
の
理
に
よ
っ
て
、
此
の
事

あ
．
る
を
豫
告
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
5
1
ー
プ
ル
が
…
地
球
ε
翌
ハ
に
動
く
か
否
か
に
つ
い
て

一
八
八
七
年
、
米
國
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
　
（
｝
・
察
。
δ
『
o
コ
）

ど
モ
ー
レ
ー
へ
寓
・
露
。
二
3
・
）
ε
が
協
同
し
て
、
決
定
的
の

實
験
を
試
み
た
。

　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
幡
ば
第
四
圖
の
通
り
で
、
L
は
光

撫
酢
鵡
　
騰

　
　
　
　
　
＊
L
　
　
　
る
・
食
蕪
全
讐
v
の
矢
の
方

向
に
動
い
て
ゐ
う
な
ら
ば
、
光
が
M
A
M
の
遣
順
々
纒
る
場
合
ヒ
、
M
B
M
の

道
た
行
く
場
合
と
で
、
光
の
三
度
に
輿
へ
ろ
影
響
が
違
ふ
こ
ε
に
な
り
・
塗
れ

が
望
遠
鏡
の
中
F
雪
ば
れ
て
來
う
だ
ら
う
ε
い
ふ
豫
想
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
電
影
の
結
果
は
何
の
影
響
も
な
く
、
エ
L
7
ル

は
地
球
の
表
面
に
静
止
．
し
て
み
る
ら
し
い
結
論
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
N
に
於
い
て
、
物
理
學
界
は
エ
ー
テ
ル
の
本
性

に
つ
い
て
、
大
に
迷
ひ
、
議
論
百
出
、
ー
エ
ー
プ
ル
を
地

球
ざ
共
に
動
く
ざ
考
へ
て
好
い
の
や
ら
、
わ
る
い
の
や
ら
一

－
混
沌
こ
し
て
説
の
饗
す
る
こ
こ
ろ
を
知
ら
な
か
っ
π
。

　
一
八
九
㎝
二
年
、
英
入
バ
フ
イ
ツ
・
ジ
エ
ラ
ル
ド
（
蟹
岸
N
●
O
o
鴨
餌
＝
）

は
、
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
等
の
實
験
の
結
果
を
説
明
す
る
た
め
、

一
読
を
出
し
、
物
膣
が
蓮
動
す
れ
ば
．
其
の
運
動
の
方
向
に

・
寸
法
が
縮
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
の

結
果
は
、
丁
度
此
の
牧
縮
に
よ
る
現
象
ε
互
ひ
に
消
し
合
っ

て
、
引
く
何
の
事
實
も
現
は
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ご
説
明

し
た
。
其
の
後
、
一
八
九
五
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
レ
ソ
ツ

（
嵩
・
　
〉
．
　
回
し
O
『
¢
一
μ
叶
N
）
も
亦
同
類
な
物
質
牧
縮
説
を
獲
表
し
た
。

　
「
総
て
の
血
膿
が
運
動
す
れ
ば
長
さ
が
縮
ま
る
」
ε
は
誠
起

工
し
た
韻
図
で
あ
る
が
、
吾
人
に
か
う
い
ふ
こ
ε
を
陽
へ
る

や
う
に
飴
生
な
く
さ
せ
た
エ
ー
プ
ル
其
も
の
は
果
し
て
如
何

な
る
も
の
か
。
　
エ
ー
プ
ル
が
、
光
線
や
電
波
を
傳
へ
て
行
く

蓮
度
は
、
ニ
ラ
ヵ
ム
ぴ
・
2
。
≦
8
日
σ
）
等
の
最
近
の
麟
測
に

よ
れ
ば
、
一
秒
置
に
二
九
九
八
⊥
ハ
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
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が
、
こ
ん
な
速
い
横
波
が
存
在
す
る
が
た
め
に
は
、
エ
ー
プ

ル
が
物
質
で
あ
る
な
ら
ば
、
非
常
な
硬
度
を
持
っ
て
る
な
け

れ
ば
な
ら
論
。
鋼
鐵
ほ
ご
の
硬
度
を
持
っ
て
る
る
吾
が
地
球

で
さ
へ
、
其
の
内
部
を
地
震
の
波
が
簿
は
つ
て
、
反
町
黙
に

蓮
す
る
の
に
敷
時
間
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
一
そ
の

工
三
プ
ル
が
、
地
球
や
、
火
星
や
、
其
の
他
多
く
の
天
膿
の

急
行
に
劃
し
て
、
何
の
抵
航
も
表
は
さ
な
い
の
は
不
思
議
で

あ
る
。
（
ニ
ウ
ト
ソ
の
引
力
論
に
は
、
　
エ
ー
一
7
ル
の
存
在
は
全

く
不
必
要
で
あ
る
。
）
更
に
叉
、
右
に
述
べ
た
如
く
、
代
々
の

強
者
達
が
さ
ま
み
＼
な
．
實
験
を
行
っ
て
見
る
ξ
、
其
の
結
果

は
、
エ
L
7
ル
は
絶
欝
に
此
の
宇
宙
室
問
に
静
止
し
て
み
る

ε
い
・
ふ
結
田
聡
に
な
っ
た
L
リ
、
　
か
く
、
　
エ
　
ー
ニ
ノ
ル
は
地
球
ε
土
ハ
に

蓮
齢
し
て
み
る
ε
出
て
見
た
り
。
一
結
局
、
エ
ー
プ
ル
ε

い
ふ
毛
の
が
存
在
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
。
存
在
し
な
い

な
ら
、
精
密
な
波
長
ま
で
測
定
せ
ら
れ
た
光
線
や
、
電
波
は
何

着
で
あ
る
か
。

　
　
　
　
咀
「
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
の
出
現
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
特
別
三
野
原
理

　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ソ
（
跨
♂
o
訴
国
冒
し
。
け
。
言
）
は

一
八
七
九
年
、
濁
逸
ウ
ユ
ぞ
7
ン
ベ
ル
グ
國
ウ
ル
ム
市
に
生

れ
π
奇
才
で
、
始
め
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ミ
ラ
ソ
、
ツ
ー
リ
ヒ

に
轄
肥
し
て
勉
思
し
た
が
、
一
九
〇
二
年
、
瑞
西
ツ
ー
リ
ヒ

市
特
許
局
技
師
ご
な
り
、
一
九
〇
九
年
に
は
同
地
の
大
底
敷

授
ε
な
り
、
理
論
物
理
學
を
講
じ
た
。
一
九
一
五
年
以
來
、

ベ
ル
リ
ン
大
竃
に
激
授
を
し
て
み
る
。

　
さ
て
、
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
學
説
た
述
べ
る
の
で
あ
ろ
が
、
其
の
前
に
、
準

備
ぐ
」
し
て
考
へ
て
置
く
べ
き
こ
ε
が
あ
る
。
吾
々
ば
、
自
然
現
象
．
な
知
ろ
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
ざ
ニ

に
は
、
常
に
そ
れ
が
「
何
時
」
「
何
所
」
で
起
つ
た
か
ご
言
っ
た
風
に
、
事
柄
の

時
間
ε
空
間
ミ
な
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間
ば
時
計
で
計
ろ
こ
し
て
、

何
年
何
月
何
日
何
、
時
何
分
何
秒
ε
精
密
に
言
へ
ば
言
ふ
ほ
、
ε
、
明
瞭
に
な
う
か

ら
、
ま
つ
好
い
塗
し
て
、
空
間
の
位
置
炬
言
ふ
腸
合
に
ば
、
三
つ
の
言
葉
で
言

ひ
表
は
す
必
要
が
あ
ろ
。
今
、
空
闘
に
、
二
つ
づ
へ
互
ひ
に
直
角
に
交
っ
て
ゐ

Z

p
↓

X
　
　
　
　
　
　
る
直
線
が
あ
る
ミ
す
ろ
。
第
四
圖

　
　
　
　
　
　
　
O
X
、
O
Y
、
O
Z
が
そ
れ
で
あ

診
第
隷
縣
韓
罐

　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
更
に
叉
、
Q
か
ら
O
X
線
に
垂
線

。
　
　
圖
Q
R
露
し
た
与
ろ
・
圖
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
簡
輩
に
考
へ
て
‘
分
る
通
り
、
P
O
肉

　　

@、

S
　
　
　
　
　
　
　
ε
Q
R
ε
ば
直
角
、
Q
K
ε
O
R

　
　
　
　
　
　
　
ざ
は
直
角
で
あ
る
。
叉
、
P
O
～
ミ
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も
の
さ
し

Q
R
ミ
R
O
ミ
ば
線
の
長
さ
で
あ
ろ
か
ら
、
　
尺
で
診
ろ
こ
ε
が
出
來
ろ
。
今

　
　
　
　
○
ヵ
1
1
蔑
沸
　
　
菊
ρ
三
戸
　
　
団
ρ
1
1
b
q
酒

ε
す
る
ε
、
此
の
潔
ミ
ノ
ミ
2
ミ
三
つ
の
量
で
、
P
ミ
い
ふ
黙
が
、
O
X
、
O

Y
、
O
Z
の
三
直
線
か
ら
何
う
い
ふ
二
又
に
あ
ろ
か
ミ
い
ふ
轄
事
が
明
瞭
に
な

る
。
叉
、
測
り
次
第
で
、
い
く
ら
で
も
精
密
に
言
ひ
表
ば
す
こ
ε
も
出
來
ろ
。

此
の
万
ノ
g
為
P
馳
の
座
標
ミ
い
ひ
、
O
X
、
O
Y
、
O
Z
線
な
座
標
軸
ε
い

ふ
。
叉
0
貼
か
座
標
の
原
鮎
ε
い
ふ
。
吾
々
ば
一
組
の
座
標
軸
々
約
束
し
、
そ

の
上
で
三
つ
の
座
標
な
知
れ
ば
・
わ
ざ
く
圃
に
謁
い
た
り
、
模
型
な
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　
お

し
な
い
で
も
、
P
馳
の
位
置
為
に
つ
き
り
ε
想
像
す
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
あ

ろ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
こ
＼
に
O
X
Y

X

　
　
P

U
ー
ー
1
，

↓
　
刊

ゴ
　
　
　
，
σ

Z

O
1！／R　Xノ→

レ　　　　　　　　U

Q

第

t　　　／
　／／

・攣→U

　　蓄髪

Y

Z
ε
い
ふ
座
標
軸
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

0，

狽
u
Z
ε
い
ふ
も
一

へ

つ
の
座
標
軸
蓬
が
あ
る

ε
す
る
。
さ
う
す
る
ど

P
黙
の
座
標
は
第
一
の

座
標
軸
に
つ
い
て
吉
へ

ば
ル
ノ
β
で
あ
る
し
、

第
二
の
座
標
軸
に
つ
い

て
は
ノ
グ
ガ
で
あ
る
。

爾
其
の
上
に
、
此
の
二

種
の
座
標
軸
が
、
企
然
、
相
一
致
し
て
み
る
場
合
に
は
、
O

X
ε
α
ズ
、
α
V
ε
0
，
V
、
O
Z
ε
α
Z
ε
は
同
じ
も
の
で

あ
る
か
ら
、
座
標
そ
の
も
の
も
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
鹸
擢
駄
　
　
、
』
曲
＼
　
b
・
目
軌
、
…
…
・
・
；
：
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

で
あ
る
。

　
次
に
原
黙
0
1
が
O
X
軸
の
上
を
、
一
秒
置
尺
の
蓮
度
で
進
［

行
ず
る
こ
し
て
、
t
秒
後
に
は
、
第
五
圖
の
如
く
、
0
1
V
オ

が
移
動
し
た
も
の
ε
す
る
。
α
又
軸
は
、
い
つ
ま
で
も
O
X

軸
ざ
重
な
っ
た
ま
＼
動
℃
て
る
る
。
且
か
の
場
合
に
は

　
　
　
　
　
　
○
○
、
ほ
ぐ
淋
×
嘩
u
く
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。
そ
し
て
｝
の
關
係
は
ル
の
場
合
だ
け
が
攣
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
く

　　

@
蓮
肉
目
震
M
Q
図
臼
．
．
．
戦
7
6

こ
な
み
。
時
問
t
は
両
方
の
座
標
軸
に
共
通
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
一
や
二
の
關
係
ば
幾
何
學
ミ
代
籔
の
初
歩
々
學
ん
だ
者
に
に
分
り
き
っ
た

　
く
　
　
　
く

程
、
明
瞭
な
關
…
係
で
あ
っ
て
、
在
來
の
物
理
學
に
常
に
此
の
關
係
為
用
ひ
て
、

物
理
現
象
々
研
究
撮
等
し
て
る
た
の
で
あ
る
。
二
々
ガ
リ
レ
ナ
・
ニ
ウ
ト
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

座
標
關
係
式
ざ
い
ふ
。
勿
論
、
払
則
に
蓮
べ
た
ア
ベ
・
フ
シ
ナ
ン
の
現
〔
象
や
、
光
電
エ

ー
テ
ル
ε
の
關
係
な
ご
、
皆
此
の
考
へ
た
鷹
用
し
て
解
か
う
ε
し
た
の
で
あ
ろ
Q

し
か
ろ
に
あ
の
や
う
な
事
情
で
、
総
て
の
事
實
た
一
括
し
て
説
明
す
る
こ
ε
が

　
出
來
な
く
な
り
、
心
界
が
行
春
詰
り
に
な
っ
た
の
は
、
果
し
て
、
ご
こ
に
原
因

　
が
あ
る
の
か
？
（
未
完
）


